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 光ファイバー表面を発光性色素で修飾した発光型光ファイバーセンサーは、ファイバー／色素界面における

色素の選択励起や、散乱等の外部要因の影響を受けにくいといった特徴を有する。コアに石英を用いたファイ

バーと比較して、透明ポリマーを用いたプラスチックファイバーは安価、軽量、屈曲性にとむため、より簡便な光

センシングシステムの構築が出来ると期待される。Langmuir-Blodgett 法により作製される高分子ナノシートを

ナノコーティング材料として用い、プラスチックファイバー表面修飾を行った。高分子ナノシート中にルテニウム

錯体やポルフィリン錯体を導入し、発光強度変化を利用したファイバーセンサーとしての可能性を検討した。プ

ラスチック表面修飾に関するナノコーティングの最適化を試みた。さらに金ナノ粒子との間の相互作用を利用す

ることにより高感度なファイバーセンサーの構築が可能であることが示された。 

 



 

 

 


